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非認知能力の育成に感謝 

 

                校 長  見 原  仁 

 
 最近「認知能力」と「非認知能力」という言葉をよく耳にします。
文部科学省の資料を当たってみると、このように書かれていました。 
 
 認知能力とは知的な力で、知識・技能、思考力等を含む。非認知
能力は、意欲・意志、自覚し見渡す力、人と協力する力等を含む。
乳幼児期・学童期・思春期を通して育つ。認知と非認知は相互に関
連し、支え合って育っていく。 
 

 ２学期に子どもたちにアンケートを取りました。「友達にやさしい
言葉がけややさしいかかわりをしている」という問いに対し、「とてもしている」が 61.2％
「まあまあしている」33.7％でした。合わせて 94.9％の子どもたちが「友達にやさしく
かかわっている」と考えています。 
 「やさしくかかわっている」を、上記の文部科学省資料にある「意欲」、または「人と協
力する力」と考えると、これは非認知能力です。本来、数値に表すにはふさわしくないの
が非認知能力ですが、非認知能力を図る方法の一つが自己評価です。ですから、これを基
に考えると、当校の子どもたちは、この視点での非認知能力は高い、と言えます。 
 その他、「学校は楽しい」の回答も 90％を超えています。これをどう評価するかは広い
視点から考えなくてはなりませんが、非認知能力の「意欲」と考えると、学校に楽しみを
感じ、意欲をもって登校している、と考えることができます。この点でも、非認知能力は

高い、と言えます。また、「楽しい」の内容は正直分かりませんが、もし、授業が楽しい、
とすれば、今年度の当校の学習指導は、意欲に焦点を当て、研修を積み重ねました。その
成果が表れているとも考えられます。 
 長々と記しましたが、非認知能力はこのように測りにくいものです。しかし、「認知と非
認知相互に関連し支え合って育っていく」という上の表記にように、どちらも育てなくて
はなりません。私は、上記の結果から、当校において非認知能力は育っていると感じてい
ます。上記写真の 6 祝会の意欲的な姿。本当に心を打たれました。 
 ただ、非認知能力が学校だけで育ったとは思っていません。まずは、ご家族の支えがあ
るからです。ご家庭で、子どもたちの健康管理とともに、心の栄養を与えてくださってい
ます。時には、お子さんを励まし、学校へ送り出してくださる日もあるはずです。また、
地域の方々からも多くのご支援をいただいています。学習ボランティアや交通安全指導な

ど、子どもたちの意欲を高め、安全を支えてくださっています。 
 今年度の当校の教育活動に、非認知能力育成のために、保護者、地域の皆様から、多大
なご理解、ご協力をいただき本当にありがとうございました。心より感謝申し上げます。 
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6 年生の卒業を祝う会を行いました 

 
２月28日（金）に６年生の卒業を祝う会を行いました。どの学年も、６年生へのありが

とうの思いがあふれた出し物になりました。この日も多くのお家の方からご来校いただき
ました。感謝申し上げます。 
まずは、１年生と６年生が一緒に入場しました。ステージ上で一緒にポーズを取りまし

た。その後、各学年の出し物が行われました。１年生は、お世話になった６年生に感謝の
気持ちいっぱいのダンスと呼びかけを披露しました。２年生は、ダンスと歌。ありがとう

レンジャーも登場し、楽しく感謝の気持ちを表しました。３年生は、６年生にアンケートを
取って問題をつくったクイズと合奏。感謝の気持ちが一つになった演奏でした。４年生
は、６年間を振り返った劇。楽しく６年間を振り返りました。最後に６年生に感謝、応援
のエールを送りました。その後、５年生が、縦割り班の１～５年生のありがとうメッセー
ジを書いた色紙を６年生に渡しました。 
次は、６年生の劇。大人になって同窓会を開いたときに、小学校時代を思い出す想定で

の劇でした。そして、最後のメロディーズ演奏。本当に素晴らしい演奏でした。次に、６
年生の主指揮から５年生の主指揮へ指揮丈が手渡され、５年生のメロディーズ演奏が行わ
れました。練習の成果が表れた素敵な演奏でした。最後に、６年生が退場して会を閉じま
した。 
この会は、５年生が中心となって企画、運営を行いました。素晴らしい 6年生の卒業を

祝う会を作り上げてくれました。来年度の最高学年として、準備は整いました。 
全ての学年が、6年生へのありがとうの想いを、それぞれの学年らしさを生かして表現

しました。素晴らしい子どもたちです。 
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６年生ありがとうの日を楽しみました 

 ２月２５日（火）に「６年生ありがとうの日」として、縦割り班で遊びました。こちらも

５年生が中心になって企画、運営をしました。 

 最初に、ジェスチャークイズをしました。５年生が、ジェスチャーをして他の学年が当

てます。ジェスチャーが上手いので、短時間で正解していました。次は、トランプで神経

衰弱をしました。上の学年が上手に説明をして、みんなで楽しんで遊ぶことができました。

昼休みという短い時間でしたが、６年生を囲んで楽しい時間を過ごすことができました。 

 

６年生が校舎をきれいにしてくれました 

 ３月６日（木）に、６年生が「校舎に感謝プロジェクト」を企画し、昼休みに窓ガラス、

手すり、教室をきれいにしてくれました。自分の担当箇所の掃除を大変一生懸命していま

した。おかげで校舎が明るくなりました。６年生の皆さんに感謝したいと思います。 

 

１年生が新１年生を招待しました 

 ３月７日（金）に、１年生が新１年生（あらかわ保育園年長）を小学校に招待し「しん

１ねんせいおめでとうのかい」を開きました。開会式のあと、体育館と図書室に分かれ、

体育館ではボール遊び、図書室では読み聞かせをしました。最後に閉会式を行い、１年生

から新１年生にプレゼントを渡しました。プレゼントはあさがおの種です。新１年生は少

し緊張していたようですが、途中から笑顔がたくさん見られました。保育園の先生方は、

１年生の成長ぶりに驚いていました。１年生の皆さん、ありがとうございました。 



         保 内 小 学 校 だ よ り        令和７年３月14日  

4 

 

 

子どもたちの活躍を紹介します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お世話になりました 
 

         下妻 愛実事務主事が、産休、育休に入ります。 

 

 

 

 

 

 
 
 お世話になります 

 

           下妻 愛実事務主事に代わり、桐生優子事務員がお世話になります。 

 

 

 

 

◎ 第 54回 新大全国書初大会 

 ○ 準特選  ６年 石山 夏帆 

 

◎ 令和６年度 新潟県書き初め大会 

 硬筆の部              毛筆の部 

 ○ 準特選  １年 大田 望結   ○ 準特選 ４年  島津 結菜 

           本間 陽音             髙橋 苺夏 

           滝沢心乃美             塚野 杏奈 

        ２年 河内 奏汰 

           星野 莉緒 

        ３年 阿部 美典 

 

◎ 第６5回 新潟県児童生徒絵画・版画コンクール 

 ○ 特 選  1年 坂上 翔太  本間 陽音 

        2年 阿部 奏太 

        4年 鈴木 大惺  松田 莉紗 

        ５年 鈴木 理功  中山  椿 

 

出産のため産休に入ります。皆さんと話す機会は少なかったです

が、職員室に来たときや廊下ですれ違ったときに皆さんと話してい

つも元気をもらっていました。保護者の皆様、地域の皆様にもたく

さん支えていただきました。ありがとうございました。 

 

２月末から事務職員としてお世話になっております。村上市内で

一番児童数が多い学校での勤務にドキドキしていましたが、毎日明

るく元気な子どもたちからパワーをもらい、仕事をすることができ

ています。保護者の皆様、地域の皆様、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 


